
大聖寺城略年表

■建武２年（1355）
　　「太平記」に城名がみえる。鎌倉方残党の名越氏を、地元の土豪狩野氏一党がこの
　城で迎え撃ったという。現在の津葉城のことか。

■戦国末期（16世紀後半）
　　加賀一向一揆の拠点となり、越前朝倉氏との攻防が繰り広げられた。
　　織田信長が一揆勢を掃討した後は織田信長の支配拠点となる。戸次丸はこの頃
　のものか。

■天正 11年（1583）
　　天下人となった羽柴秀吉が丹羽長秀に与え、その与力であった溝口秀勝が城主
　となる。現在残る大聖寺城跡の縄張は、大聖寺城下町とともに、このころに原形
　が造られたという。

■慶長３年（1598）
　　溝口秀勝が越後国新発田へ転封となる。変わって小早川秀秋の家臣山口玄蕃が
　入城する。

■慶長５年（1600）
　　関ケ原合戦の前哨戦として、豊臣方に与した山口玄蕃宗永は、大聖寺城に籠っ
　て徳川方の前田利長と戦う。山口玄蕃は戦死し、大聖寺城は落城した。これ以後
　大聖寺城は前田方の城として修築され、城代が置かれた。

■元和元年（1615）
　　一国一城令によって廃城となる。

■寛永 16年（1639）
　　大聖寺藩創設。しかし大聖寺城は
　再建されず、大聖寺藩の藩領として
　一般人は入山を禁止された。
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記念スタンプは登り口にあります
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偽金造りの洞穴
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①馬出曲輪（うまだしくるわ）：本丸の手前にある出撃用の曲輪。　②本丸南虎口（ほんまるみなみこぐち）：本丸の出入口。守りやすいように通路を折り曲げてあります。
③本丸（ほんまる）：織豊期における大聖寺城の中心。最も標高が高い。　④本丸櫓台（ほんまるやぐらだい）：本丸の中、石垣を備えた高台です。建物が建っていたかも？　
⑤本丸北東虎口（ほんまるほくとうこぐち）：北東側出入口。こちらも通路を折り曲げてあります。　⑥馬洗い池（うまあらいいけ）：今も水が溜まる。飲み水だったのでしょうか。
⑦二の丸（にのまる）：本丸とならぶ大きな曲輪。北と西に土塁が巡ります。　⑧戸次丸（べっきまる）：溝口秀勝以前の大聖寺城の中心。小さい曲輪がいくつも重なる眺めが最高。
⑨三の丸（さんのまる）：本丸の南側を守るように造られた曲輪。今の園路は、元々堀があったところに通っています。　⑩西の丸（にしのまる）：西側を守る大きな曲輪です。
⑪局谷（つぼねだに）：今は園路が通っている、本丸と鐘が丸を分ける谷です。　⑫骨が谷（ほねがたに）：深く急な谷。鐘が丸を強力に守っています。
⑬鐘が丸（かねがまる）：本丸と並ぶ、大きくて標高が高い曲輪。西側に大きな土塁が巡ります。　
⑭番所屋敷曲輪（ばんしょやしきくるわ）、⑮下馬屋敷曲輪（げばやしきくるわ）：江戸時代に作られた古地図にも名前が見える大きな曲輪。
⑯東丸（ひがしまる）：東を守る大きな曲輪です。　⑰対面所跡（たいめんじょあと）：ここで城主が来客を迎えたといいます。庭などがあったのかも知れません。　　　
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大聖寺城跡 イラストマップ 曲輪（くるわ）
　山を削って平らにした面。
虎口（こぐち）
　曲輪の出入口。敵の侵入を防ぐために、
　様々な工夫をして通りにくくしてあります。
土塁（どるい）
　土を盛るなどして造った堤防のような壁。
櫓  （やぐら）
　物見や防御のために造られた高い建物。

短い時間で
　　楽しむ！
いいとこどり
　  コース
  （約 30 分）

じっくりゆっくり山歩き

　名城・大聖寺城跡
　　　完全制覇コース
　　 （約 100 分）
　　※⑧をカットすると 60 分
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